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風でとまらない湖西線 !湖西線の利便性の向上を !

水
草
の
刈
り
取
り
船

武
雄
図
書
館
調
査（
佐
賀
県
）

ブ
ラ
ン
チ
ブ
ロ
ッ
ク
工
法（
山
口
県
）

『
ビ
リ
の
ギ
ャ
ル
』の
著
者
で
塾

講
師
の
坪
田
先
生
と
自
治
体
政

策
青
年
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
勉
強
会

成
田
セ
イ
リ
ュ
ウ

活
動
ア
ル
バ
ム

湖西線利便性向上
プロジェクトチームの発足

を検討事項に

湖西線の利便性向上に関すること 
湖西線の利用促進に関すること 
湖西線沿線のまちづくりに関すること 
その他湖西線全般に関すること

●
●
●
●

1
2
3
4

三日月大造知事による
ＪＲへの協力要請の結果

防風柵設置により運転見合わせ時間が
　　　　　　　　　　　  概ね１/３に削減 

●

●

1

2

志賀駅から比良駅までの約２ .５ｋｍの
防風柵の設置
和邇駅での折り返し運転設備 

（２０１６年１月完成予定）

（２０１９年春完成予定）

生
物
多
様
性
に
つ
い
て

現
状
、
南
湖
に
お
い
て
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
侵
略
的
外

来
水
生
植
物
と
水
草
に
つ
い

て
、質
問
を
行
い
ま
し
た
。と
り

わ
け
、
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ

イ
等
の
根
絶
、
１
９
４
０
年
前

後
の
水
草
の
状
態
に
戻
す
な

ど
、
南
湖
の
生
態
系
を
再
生
す

る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
９
月

定
例
会
議
本
会
議
に
お
い
て
、 

議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

 

補
正
予
算
と
し

て
、４
３
０
０
万
円
追
加
し
た

が
、こ
れ
に
よ
り
ど
こ
ま
で
オ

オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
等
の

駆
除
が
可
能
な
の
か
？

成
田

　
　
　
　
　
　
　
　

 

機
械
の

導
入
が
困
難
な
小
規
模
群
落
等

の
約
１
万
㎡
を
除
い
た
、残
り
の

大
規
模
群
落
約
８
万
２
５
０
０

㎡
を
対
象
と
し
て
、
当
初
予
算
、

国
の
直
轄
事
業
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
と
併
せ
て
、今
回
の
補

正
予
算
に
よ
り
駆
除
す
る
計

画
。来
年
度
は
、
残
さ
れ
た
小
規

模
群
落
や
、
そ
の
後
に
再
生
・

拡
大
し
た
区
域
に
つ
い
て
徹
底

駆
除
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
管

理
で
き
る
状
態
に
し
、
そ
の
後
、

再
生
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
監
視
を

丁
寧
に
行
い
、
根

絶
を
目
指
す
。

琵
琶
湖
環
境
部
長

成
田

　
　
　
　

 「
南
湖
に
お
け
る

水
草
対
策
全
体
計
画
」で
は
、

目
標
を
１
９
３
０
年
代
か
ら

５
０
年
代
の
状
態
を
目
指
し

て
お
り
、
富
栄
養
化
し
た
土

壌
に
対
し
、
栄
養
除
去
や
湖

に
流
れ
込
む
栄
養
の
一
層
の

削
減
、
水
位
操
作
に
よ
る
極

端
な
る
水
位
低
下
の
抑
止
、

琵
琶
湖
固
有
種
の
水
草
の
繁

茂
、
琵
琶
湖
固
有
種
の
草
食

性
の
ワ
タ
カ
の
増
加
な
ど
、

望
ま
し
い
水
草
の
状
況
に
な

る
よ
う
に
管
理
し
て
い
け
る

体
制
を
整
え
、
適
切
な
南
湖

の
生
態
系
を
再
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
南
湖
の
生
態

系
の
再
生
に
向
け
て
の
知
事

の
決
意
は
？

　
　
　
　
　
　
　
マ
ザ
ー
レ

イ
ク
２
１
計
画
第
２
期
で

は
、ご
指
摘
の
と
お
り
、良
好

三
日
月
知
事

な
環
境
と
適
正
な
人
間
活
動

と
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、
水

草
の
繁
茂
状
況
を
か
つ
て
の

状
態
に
戻
す
と
い
う
こ
と
を

掲
げ
な
が
ら
、「
南
湖
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
掲
げ
て
、取

組
を
進
め
て
い
る
。水
草
対

策
以
外
に
も
、
ヨ
シ
帯
の
造

成
、砂
地
の
造
成
、湖
底
の
耕

耘
、
そ
れ
に
よ
る
漁
場
の
回

復
等
々
、
川
の
流
れ
の
水
質

対
策
も
含
め
て
、
南
湖
生
態

系
の
回
復
に
向
け
て
、今
、関

係
機
関
が
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

湖
西
地
域
の

活
性
化
に
つ
い
て

　
　
　
　

 

観
光
資
源
を
効
果
的
に
活

用
す
る
た
め
に
、
地
域
住
民
や
団
体

と
一
緒
に
議
論
を
し
な
が
ら
、
地
域

を
つ
く
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
？

成
田

　
　
　
　
　
　
　
市
町
や
観
光
協
会

を
は
じ
め
交
通
事
業
者
や
観
光
事
業

者
、
地
域
の
方
々
が
連
携
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
。地
域
と
の
活
発

な
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
観
光

振
興
に
よ
り
湖
西
地
域
が
元
気
に
な

る
よ
う
一
緒
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

三
日
月
知
事

　
　
　
　

 

湖
西
地
域
に
お
い
て
も
地

震
、河
川
や
砂
防
な
ど
に
対
し
、新
た

な
工
法
も
活
用
し
な
が
ら
、
安
全
安

心
の
県
土
づ
く
り
が
必
要
で
は
？

成
田

　
　
　
　
　
　
　
経
済
性
、
施
工
性
、

安
全
性
、
歴
史
的
景
観
や
自
然
豊
か
な

風
土
な
ど
滋
賀
の
地
域
特
性
に
ふ
さ
わ

し
い
工
法
を
活
用
し
て
ま
い
り
た
い
。

三
日
月
知
事

　
　
　
　

 

国
道
１
６
１
号
、
バ
イ
パ

ス
の
渋
滞
、
歩
道
自
転
車
道
の
整
備

な
ど
、湖
西
地
域
の
活
性
化
等
、湖
西

地
域
の
道
路
整
備
を
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
？

成
田

　
　
　
　
　
　
　
脆
弱
な
、
こ
の
湖

西
地
域
の
道
路
網
の
整
備
・
改
善
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

三
日
月
知
事

入国管理局に確認中

繁
茂
す
る
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
学
生
に
よ
る
外
来
水
生
植
物
の
駆
除
作
業

４６名 (内３４名 外国籍児童 ) ５/１現在
　４名 (全て外国籍児童 ) １０/１０現在

滋賀県の状況

所在不明児について
「
び
わ
湖
と
共
に
、 心
を
つ
な
ぎ
、 力

を
ひ
と
つ
に
」の
想
い
を
県
議
会
で
も

示
す
べ
く
、 

１０
月
３１
日
に
「
チ
ー
ム
し

が 

県
議
団
」
を
設
立
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

二
元
代 

表
制
の
下
、善
政

競
争
を
行
っ
て
い
き
、
滋
賀
の
た
め

に
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、

三
日
月
知
事
と
議
論
を
行
い
な
が
ら
、

前
へ
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。  

チームしが 県議団 結成へ！！
　　　   乳幼児健診を受けていなかったり、学校に通って
いなかったりして、家庭訪問しても子どもに会えない、住
民票の住所に居住実態がないといった子どもたちを所在
不明児（居所不明児）という。家庭訪問を拒否する家庭や、
居住実態が把握できない家庭は虐待発生のリスクが高い
として対策が必要では？

成田

　　　　　　　  要保護児童対策地域協議会において、
ケース情報を一元的に管理し、関係機関が情報共有しな
がら具体的な支援を検討・実施

健康福祉部長

今後の課題
比良おろしの予報に関する研究の活用 
湖西線のダイヤ改善 
和邇駅以北の代替バス等の対応 
バリアフリー化 
湖西線各駅からの交通 等

・
・
・
・
・

JR 湖西線の防風柵整備計画

現 行 防風柵設置後
風速30㍍以上
風速25㍍以上

風速25㍍以上
風速20㍍以上

運転見合わせ
徐　行

近江高島風の向き

北小松
近江舞子

比
良
山
系 比良
志賀
蓬莱

至山科

　至近江塩津
琵琶湖

今回の計画
（2.5㌔）

平成20年に整備
済み（2.9㌔）

平成24年に整備
済み（1.3㌔）

沿線の住民・企業・
事業所と連携・
協力しながら
できることから
一つ一つ着実に


